
                                                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２００９年（平成２１年）３月２５日 ひたちなか市の環境を良くする会会報 第１号        （１） 

本間市長（左）と対談する渡辺会長（中），栗田副会長（右）

動
と
環
境
学
習
、
イ
ベ
ン
ト
、
広
報
の
三

委
員
会
活
動
、
今
年
度
は
四
回
開
催
し
た

全
体
の
調
和
を
図
る
た
め
の
意
見
交
換

会
や
本
会
の
最
初
の
対
外
事
業
と
し
て

十
二
月
に
開
催
し
た
「
家
庭
の
省
エ
ネ
講

座
」
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

本
間
市
長
か
ら
は
、
講
座
の
講
師
を
会

員
が
行
え
る
ほ
ど
多
様
な
人
が
参
加
し

て
い
る
こ
と
へ
の
驚
き
、
色
々
な
意
見
や

目
的
を
持
っ
て
環
境
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
市
民
や
団
体
を
取
り
ま
と
め
、
活

動
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
の
苦
労
に

対
し
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

渡
辺
会
長
は
、
誰
に
で
も
入
会
で
き
る

会
な
の
で
様
々
な
議
論
を
重
ね
、
環
境
を

保
全
す
る
と
い
う
基
本
的
な
方
向
を
合

わ
せ
、
満
足
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。 

本
間
市
長
は
、
環
境
問
題
の
原
因
や
影

響
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
で
の
意
見
が

あ
る
が
、
今
、
危
機
感
を
持
っ
て
環
境
問

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
次
の
世
代
へ
の

責
務
で
あ
り
、
で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
、
レ
ジ
袋
削
減

運
動
や
学
校
で
の
環
境
学
習
副
読
本
の

活
用
な
ど
本
市
の
例
を
挙
げ
て
話
を
さ

れ
ま
し
た
。 

栗
田
副
会
長
は
、
環
境
を
守
る
こ
と
は

い
の
ち
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
子
ど
も
を

守
る
こ
と
。
子
ど
も
が
変
わ
れ
ば
大
人
も

変
わ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
学
校
な
ど
で
学

ん
だ
こ
と
を
家
庭
に
持
ち
帰
る
こ
と
で

環
境
保
全
行
動
の
輪
が
広
が
れ
ば
と
話

し
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う

言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
先
人
の
知
恵
は
、
環

境
問
題
克
服
の
手
本
で
も
あ
り
、
核
家
族

化
が
進
行
し
た
現
代
に
あ
っ
て
、
そ
の
知

恵
を
復
活
さ
せ
継
承
し
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
な
ど
に
話
題
が
及
び
、
当
初
予
定

し
て
い
た
三
十
分
の
時
間
を
十
五
分
も

オ
ー
バ
ー
す
る
熱
の
こ
も
っ
た
対
談
と

な
り
ま
し
た
。 

渡
辺
会
長
、
栗
田
副
会
長
が
本
間
市
長
と
対
談

ひ
た
ち
な
か
市
本
間
源
基
市
長
と
ひ
た
ち
な
か
市
の
環
境
を
良
く
す
る
会
の
渡
辺
寔

会
長
、
栗
田
裕
子
副
会
長
が
一
月
二
十
二
日
（
木
）
市
長
室
で
対
談
を
行
い
ま
し
た
。 

本
会
が
発
足
し
て
約
一
年
、
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
環
境
に
ま
つ
わ
る
情
勢
な

ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

設立総会の様子（H20.3.22）

ひ
た
ち
な
か
市
の
環
境
を
良
く
す
る
会
設
立
一
周
年
、
会
報
創
刊
を
記
念
し
て 

最
初
に
、
渡
辺
会
長
か
ら
設
立
総
会
後

の
会
員
の
参
加
状
況
、
ご
み
問
題
、
温
暖

化
防
止
、
自
然
環
境
の
三
つ
の
分
科
会
活 

会報の名称募集  会報の名称を募集しています。親しみやすい名称大歓迎です！ 
会員であるかないかにかかわらず，平成 21 年 4 月 30 日（土）までに，事務局（4面に記載）へ奮ってご応募ください。
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ご
み
問
題
で
は
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら

出
る
ゴ
ミ
を
種
類
ご
と
に
分
け
て
出
す

こ
と
が
最
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
「
分
け

れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
た
だ
の
ゴ
ミ
」
と

言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。 

市
の
ご
み
総
量
・
資
源
回
収
量
は
「
ご

み
処
理
基
本
計
画
」
に
よ
る
と
平
成
14
年

度
～
19
年
度
ま
で
毎
年
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
ご
み
処
理
事
業
費
は
17
年
度
で

20
億
５
千
万
円
以
上
を
要
し
て
お
り
、
今

後
家
庭
系
ご
み
は
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。 

当
分
科
会
で
は
、
会
議
の
ほ
か
、
11
月

22
日
に
水
戸
市
岩
根
町
の
た
い
肥
作
り 

を
、
１
月
21
日
に
は
勝
田
清
掃
セ
ン
タ

ー
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
最
終

処
分
場
の
見
学
を
行
い
、
ま
た
３
月
10

日
に
は
自
治
会
で
の
資
源
回
収
の
様
子

を
見
学
す
る
予
定
で
す
。 

ご
み
対
策
は
、
焼
却
・
埋
立
を
脱
却
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
資
源
化
へ
シ
フ
ト
し
て
、

ゴ
ミ
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
努

力
を
継
続
し
、
安
全
安
心
の
環
境
づ
く
り

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
の
方
策

と
し
て
、
①
分
別
の
徹
底
、
正
し
い
分
別

に
よ
る
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め

る
②
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
前
進
さ
せ
る
（
家

庭
・
学
校
・
外
食
産
業
等
か
ら
の
生
ご
み

の
た
い
肥
化
、
養
鶏
・
畜
産
農
家
か
ら
の

糞
尿
や
、
木
材
・
剪
定
枝
・
植
物
等
の
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
化
）
な
ど
を
議
論
し
て 

（1）
分
科
会
か
ら
の
報
告 

◆ 

温
暖
化
防
止
分
科
会 

昨
年
６
月
に
分
科
会
が
ス
タ
ー
ト
。 

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
家
庭
で
で
き
る

省
エ
ネ
対
策
」
で
す
。
ま
ず
『
自
ら
』
と

10
月
に
「
環
境
家
計
簿
か
ら
考
え
る
温
暖

化
防
止
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
各
家
庭
の

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
ー
タ
を
毎
月
記
入

し
、
各
自
が
生
活
を
見
直
す
こ
と
か
ら
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
『
広
く
伝
え
た
い
』

と
環
境
学
習
委
員
会
に
「
家
庭
の
省
エ
ネ

講
座
」
を
提
案
し
、
全
体
意
見
交
換
会
で

も
「
ミ
ニ
環
境
家
計
簿
講
座
」
を
企
画
し

ま
し
た
。
少
し
ず
つ
『
温
暖
化
防
止
の
輪
』

を
広
げ
て
い
ま
す
。 

 

昨
今
、
環
境
問
題
は
身
近
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
情
報
化
社
会
で
は
知

識
を
得
る
近
道
に
な
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
そ
の
具
体
策
は
各
自
・
各
地
域
・
各

企
業
に
委
ね
ら
れ
る
部
分
が
大
き
い
と

感
じ
ま
す
。
共
に
学
び
、
人
が
つ
な
が
り
、

温
暖
化
防
止
を
具
体
的
に
進
め
る
場
の

広
が
り
こ
そ
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
分

木材チップたい肥化施設（水戸市） 

活動の報告

科
会
も
『
知
る
・
伝
え
る
・
つ
な
が
る
場
』

の
ひ
と
つ
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
つ

な
が
り
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
社
会
の
仕

組
み
へ
と
、
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

来
年
度
テ
ー
マ
は
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」

「
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
か
ら
温
暖
化
防
止

を
考
え
る
」
で
す
。
誰
に
で
も
入
会
で
き

る
会
な
の
で
、
こ
の
ひ
た
ち
な
か
に
、『
温

暖
化
防
止
の
輪
』
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

い
ま
す
。 

ゴ
ミ
は
、
人
間
の
生
活
に
伴
っ
て
発

生
し
ま
す
。
問
題
の
根
本
的
な
解
決
は
、

個
々
人
の
意
思
・
意
識
と
行
動
に
か
か

っ
て
い
る
の
で
す
。 

◆ 

ご
み
問
題
分
科
会 

ひ
た
ち
な
か
市
の
環
境
を
良
く
す
る
会
は
、
市
民
、
民
間
団
体
、
事
業
者
及
び
市
が
互
い
に
協
力
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
や
事

業
者
が
、
身
近
な
自
然
や
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む
と
と
も
に
、
環
境
保
全
行
動
の
定
着
を
図
る
た
め
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

 

本
会
で
は
、
10
名
で
構
成
す
る
役
員
会
の
下
に
、
ご
み
問
題
、
温
暖
化
防
止
及
び
自
然
環
境
の
３
つ
の
分
科
会
を
設
け
、
会
員

は
希
望
す
る
分
科
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
分
科
会
よ
り
２
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
６
名
と
役
員
３
名
で
構
成
す
る
環

境
学
習
、
イ
ベ
ン
ト
及
び
広
報
の
３
つ
の
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
会
員
全
体
の
意
見
調
整
と
調
和
を
図
る
た
め
、
全
体
の
意
見
交
換
会
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。 

右
の
写
真
は
、
年
は
違
い
ま
す
が
同
じ
時
期

（
１
月
）
に
撮
ら
れ
た
大
子
町
の
「
袋
田
の
滝
」

で
す
。 

直
ち
に
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
断
定
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
近
年
は
暖
冬
傾
向
が
続
き
、
名
瀑

「
袋
田
の
滝
」
も
凍
結
し
な
い
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
（
写
真
提
供
‥
大
子
町
） 

凍結している滝 凍結していない滝 



◆ 

自
然
環
境
分
科
会 

当
分
科
会
は
対
象
が
広
範
囲
で
あ
る

た
め
、「
緑
の
創
出
・
保
全
」「
生
物
の
多

様
性
、
生
育
環
境
の
創
出
・
保
全
」
「
水

の
涵
養
・
保
全
」
の
３
つ
の
作
業
部
会
を

立
ち
上
げ
、
取
り
組
む
テ
ー
マ
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

議
論
を
す
る
中
で
、
市
の
緑
事
情
、
緑

地
の
維
持
管
理
手
法
、
市
内
の
ビ
オ
ト
ー

プ
や
湧
水
の
位
置
、
市
内
の
河
川
と
水

質
、
上
水
が
で
き
る
ま
で
の
仕
組
み
な
ど

行
政
や
会
員
か
ら
の
資
料
提
供
を
受
け
、

予
備
知
識
を
深
め
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
み
た
い
こ
と
と

し
て
、
植
樹
・
植
林
、
次
世
代
の
桜
の
名

所
づ
く
り
、
緑
地
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕

組
み
づ
く
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
休
耕

田
や
湧
水
を
活
用
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
づ

く
り
、
自
然
の
市
勢
調
査
、
自
然
観
察
会
、

家
庭
で
の
生
活
排
水
対
策
の
普
及
、
市
民

参
加
の
河
川
観
察
会
や
水
質
調
査
（
パ
ッ

ク
テ
ス
ト
に
よ
る
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

分
科
会
で
は
、
11
月
に
多
良
崎
城
跡
と

新
川
の
視
察
を
会
員
提
案
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
も
と
に
行
い
ま
し
た
。
今
後
、 

多良崎城跡の視察 

良
好
な
緑
地
を
保
全
し
て
い
く
た
め
の

管
理
手
法
を
見
出
せ
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
予
定
と
し
て
、

浄
水
場
で
の
勉
強
会
を
行
う
ほ
か
、
市
民

参
加
の
自
然
観
察
会
な
ど
を
考
え
て
い

ま
す
。 

 

よ
り
多
く
の
市
民
が
ひ
た
ち
な
か
市

の
貴
重
な
自
然
に
気
づ
き
、
次
世
代
に
継

承
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
動
を
進

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市の北部を流れる新川 

ン
プ
の
違
い
を
体
験
し
て
も
ら
い
省
エ

ネ
電
球
普
及
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
小

学
校
２
校
、
会
員
１
団
体
、
企
業
１
社
が

環
境
を
保
全
す
る
取
組
事
例
の
発
表
を

し
ま
し
た
。 

広
報
委
員
会
は
、
会
報
の
編
集
・
発
行
、

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
広
報
を
行
う

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
調
査
、
検

討
を
し
て
い
ま
す
。 

（2）
委
員
会
の
活
動
よ
り 

（3）
全
体
意
見
交
換
会 
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今
年
度
は
、
会
が
発
足
し
て
間
も
な
い

た
め
、
会
員
相
互
の
「
顔
合
わ
せ
・
腹
合

わ
せ
」
が
十
分
行
え
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

に
会
員
全
体
に
よ
る
意
見
交
換
会
を
４

回
開
催
し
ま
し
た
。 

議
題
は
、
会
の
活
動
内
容
、
組
織
機
構
、

会
員
交
流
・
情
報
発
信
、
分
科
会
及
び
委

員
会
の
活
動
内
容
な
ど
で
す
。 

毎
回
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
役
員
会
や
分
科
会
で
は
、
意
見

交
換
会
で
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
会
の
運

営
・
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 
～家庭でできる温暖化対策 

１０の取り組み～ 
 
できるものから始めてみよう！ 

 
１ 冷房の温度を１℃高く，暖房の温度

を１℃低く設定する 

２ 週２日車の運転をやめる 

３ １日５分間のアイドリングストッ

プを行う 

４ 機能上支障のない機器をコンセン

トから抜いておく（待機電力の削減） 

５ シャワーを１日１分家族全員が減

らす 

６ 風呂の残り湯を洗濯に使いまわす 

７ ジャーの保温を止める 

８ 家族が同じ部屋で団らんし，暖房と

照明の利用を２割減らす 

９ 買い物袋を持ち歩き，省包装の野菜

を選ぶ 

10 テレビ番組を選び，１日１時間テレ

ビ利用を減らす 

３
つ
の
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

環
境
学
習
委
員
会
は
、
各
分
科
会
か
ら

提
案
さ
れ
た
講
座
や
学
習
会
な
ど
を
企

画
・
調
整
・
実
行
す
る
役
割
を
担
い
、
今

年
度
は
「
家
庭
の
省
エ
ネ
講
座
」
を
実
施

し
ま
し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
委
員
会
は
、
啓
発
事
業
や
活

動
成
果
の
発
表
な
ど
の
事
業
を
企
画
・
実

行
す
る
役
割
を
担
い
、
今
年
度
は
市
と
共

催
に
よ
り
、
消
費
生
活
展
に
ブ
ー
ス
を
設

け
「
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
白
熱
電
球
と
電
球
型
蛍
光
ラ 

 

 

現
在
の
会
員
数
（
総
数
５
３
２
６
名
） 

 

・
個
人
会
員 

41
名 

 

・
家
族
会
員 

14
家
族
（
２
７
名
） 

 

・
団
体
会
員 

13
団
体
（
１
０
２
３
名
） 

 

・
事
業
所
会
員 

７
社
（
４
２
３
５
名
） 
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環
境
講
座
を
開
催 

12
月
７
日
、
市
文
化
会
館
大
会
議

室
で
市
と
共
催
に
よ
り
環
境
講
座

『
家
庭
の
省
エ
ネ
講
座
』
を
開
催
し

ま
し
た
。 

会
場
に
は
約
50
名
の
参
加
者
が

集
ま
り
、
本
会
の
会
員
で
も
あ
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
指
導
員
の
青
木

通
彦
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
と
地
球
温
暖
化
や
省
エ

ネ
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
も
、
青
木

さ
ん
が
丁
寧
に
回
答
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
見
る
と
、
「
講
座
を
聞
い
て

省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と

思
う
」
「
省
エ
ネ
講
座
を
今
後
も
継

続
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が

多
く
、
参
加
者
が
積
極
的
に
省
エ
ネ

や
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む

契
機
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

２
月
26
日
、
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

で
市
と
共
催
に
よ
り
、
市
民
や
事
業
者
の

環
境
保
全
行
動
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。 

発
表
は
、
阿
字
ヶ
浦
小
学
校
４
年
生
が

「
エ
コ
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
阿
字

っ
子
海
を
守
り
隊
～
」
の
活
動
に
つ
い

て
、
地
元
の
海
岸
の
清
掃
・
ご
み
の
分
別

を
通
じ
て
地
域
で
の
清
掃
活
動
や
３
Ｒ

に
つ
い
て
調
べ
、
自
作
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

啓
発
、
家
庭
や
学
校
で
の
３
Ｒ
の
実
践
の

大
切
さ
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
次
に
、

前
渡
小
学
校
５
・
６
年
生
が
「
ほ
た
る
の

育
つ
環
境
を
守
ろ
う
」
と
題
し
、
学
校
の

裏
山
に
整
備
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
「
ほ
た
る

の
森
」
で
の
生
物
観
察
や
、
ほ
た
る
の
放

流
を
通
じ
た
生
育
環
境
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

 

団
体
は
、
ワ
ン
ネ
ス
・
エ
コ
・
ひ
た
ち

な
か
が
「
環
境
劇
で
楽
し
く
伝
え
る
～
白

雪
姫
の
り
ん
ご
～
」
を
、
魔
法
使
い
の
毒

り
ん
ご
を
例
え
に
電
磁
波
や
有
害
紫
外

線
、
森
林
伐
採
な
ど
の
被
害
を
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
分
か
り
や
す
く
伝
え
ま
し
た
。 

 

企
業
は
、
勝
田
環
境
株
式
会
社
が
「
ご

み
の
ス
ゴ
ミ
～
資
源
・
四
源
・
市
減
～
」

と
グ
ル
ー
プ
企
業
で
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
固
形
化
燃
料
製
造
、
陶
磁
器
や
ガ
ラ

ス
を
破
砕
し
遊
歩
道
な
ど
の
化
粧
材
へ

の
再
利
用
、
廃
材
や
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化

し
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
や
た
い
肥

へ
の
再
利
用
、
廃
食
用
油
か
ら
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
精
製
や
利
用
状
況
の 

紹
介
な
ど
、
資
源
循
環
の
事
業
活
動
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
茨
城
大
学
の
原
口
弥
生
先
生

が
、
子
ど
も
の
発
信
力
は
大
人
や
社
会
を

動
か
す
、「
探
検
、
発
見
、
ほ
っ
と
け
ん
」

の
よ
う
に
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と
が
重

要
、
劇
の
持
つ
力
を
再
認
識
し
た
、
市
内

の
企
業
が
市
民
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
活

動
す
る
こ
と
が
全
体
の
環
境
保
全
意
識

を
高
め
る
な
ど
と
講
評
し
ま
し
た
。 

環境講座の様子（H20.12.7） 

● 会員募集 
 本会では，会員を募集しています｡市

内に在住，通勤，通学している方なら誰

でも入会できます。（個人又は家族） 
また，市内で活動している団体，事業

所も会員になれます。 
・年会費（１口以上） 
個人・家族会員 １口  ５００円 
団体会員    １口１,０００円 
事業所会員   １口２,０００円 

※詳細は事務局まで 

● 今後の予定 
平成２１年度総会の開催 
 日時：４月１１日（土）１８時～ 
 場所：ワークプラザ勝田大会議室 
総会終了後，立食形式の懇親会を予

定しています｡（会費１,５００円予

定） 
※新たに会員になろうとする方も是

非総会にご参加ください。 

『家庭の省エネ講座』より

４
者
が
活
動
事
例
を
発
表

発 行：ひたちなか市の環
境を良くする会 

編 集：広報委員会 
 
事務局：ひたちなか市 
市民生活部環境保全課 

住所：〒312-8501 
ひたちなか市東石川 
2-10-1 

TEL：029-273-0111 内 6211 
FAX：029-275-6771 
E-MAIL：kankyo@city. 
hitachinaka.ibaraki.jp 

環境シンポジウム開く！

勝田環境㈱ 

前渡小 ワンネス 
・エコ・ 
ひたちなか 

阿字ヶ浦小 

みんなの 
発表の様子 


